
遠
藤
博
士
は
、
皆
さ
ん
既
に

ご
承
知
の
よ
う
に
１
９
６
６
年

か
ら
２
カ
年
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
た
際
、
ア
メ
リ
カ
で
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
、
動
脈
硬

化
・
心
筋
梗
塞
に
悩
む
人
が
多

い
こ
と
を
知
り
、
帰
国
後
、
菌

類
を
応
用
し
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
低
下
剤
を
開
発
で
き
な
い

か
と
考
え
、
研
究
を
続
け
ま
し

た
。
三
共
（
現
第
一
三
共
）
製

薬
発
酵
研
究
所
（
有
馬
洪
所
長
）

で
、
１
９
７
１
年
４
月
以
降
、

約
６
，
０
０
０
株
の
微
生
物
を

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
末
、
７

３
年
７
月
、
青
カ
ビ
か
ら
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
阻
害
剤
Ｍ
Ｌ
ー

２
３
６
Ｂ
（
コ
ン
パ
ク
チ
ン
）

を
発
見
し
ま
し
た
。

ス
タ
チ
ン
は
現
在
、
天
然
、

半
合
成
及
び
合
成
ス
タ
チ
ン
と

し
て
６
種
、
心
筋
梗
塞
と
脳
卒

中
の
予
防
薬
と
し
て
処
方
さ
れ
、

世
界
中
で
毎
日
何
千
万
人
の
人
々

が
恩
恵
に
預
か
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
「
史
上
最
大
の
新
薬
『
ス

タ
チ
ン
』
の
発
見
と
誕
生
」
と

讃
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
ス
タ
チ
ン
の
多
面
的
効
果

と
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

骨
粗
鬆
症
、
多
発
性
硬
化
症
、

一
部
の
ガ
ン
（
大
腸
、
肺
、
前

立
腺
）
な
ど
の
予
防
へ
の
可
能

性
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
記
念
す
べ
き
年
に

あ
た
り
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

続
い
て
い
る
状
況
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
事
務
局
会
議
を
重
ね
、

理
事
会
を
開
き
、
６
月
に
顕
彰

会
総
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
。

そ
の
総
会
の
議
決
に
基
づ
き
、

顕
彰
会
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

遠
藤
博
士
顕
彰
室
の
展
示
内

容
の
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
、

顕
彰
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

ス
タ
チ
ン
発
見
50
年
・
「
遠
藤

章
博
士
展
」
（
９
月
～
10
月
東

由
利
ぷ
れ
っ
そ
展
示
場
）
、
ス

タ
チ
ン
発
見
50
年
・
遠
藤
章
博

士
の
業
績
を
讃
え
る
会
（
10
月

由
利
本
荘
市
文
化
会
館
カ
ダ
ー

レ
）
、
そ
し
て
、
講
演
会
は
、

遠
藤
博
士
と
同
郷
東
由
利
出
身

で
、
秋
田
市
立
秋
田
総
合
病
院

副
理
事
長
の
医
学
博
士
小
松
眞

史
先
生
に
よ
る
「
健
康
寿
命
の

延
伸
の
た
め
に
～
ス
タ
チ
ン
の

効
用
も
含
め
て
～
」
の
演
題
で

盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
顕
彰
碑
の
維
持

管
理
、
顕
彰
碑
の
案
内
板
整
備

等
の
事
業
に
は
、
今
年
も
東
由

利
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
受

け
た
こ
と
に
感
謝
を
も
っ
て
御

報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
由

利
本
荘
市
へ
の
要
望
と
し
て
、

「
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
東
由
利

地
域
に
は
、
小
松
耕
輔
音
楽
四

兄
弟
、
絵
本
作
家
高
橋
宏
幸
氏

な
ど
の
偉
人
の
顕
彰
室
が
あ
る

八
塩
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
、

ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の
畑
山
敏

也
氏
が
寄
贈
さ
れ
た
十
六
羅
漢

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
等
を
尋
ね
る
人
の
た
め

に
、
道
の
駅
を
中
心
に
顕
彰
碑

や
顕
彰
施
設
へ
の
案
内
・
整
備

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
早
期
に
整
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
等
を
出
し
て
町
の
活

性
化
・
町
づ
く
り
に
貢
献
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
実
は

こ
の
要
望
に
つ
い
て
は
総
会
の

参
加
者
か
ら
、
「
東
由
利
地
区

は
他
の
地
区
と
違
い
、
芸
術
、

文
学
、
科
学
の
活
躍
が
あ
り
、

眩
し
く
輝
い
て
見
え
る
、
文
化

の
殿
堂
に
見
え
る
。
常
設
展
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
が
集

う
場
所
に
な
る
よ
う
ベ
ン
チ
の

設
置
や
植
栽
を
す
る
な
ど
、
素

敵
で
人
が
行
き
た
く
な
る
場
所

に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
意
見

を
頂
い
た
こ
と
に
も
よ
る
も
の

で
す
。

今
年
２
０
２
３
ノ
ー
ベ
ル
賞

発
表
は
、
10
月
２
日
は
生
理
学
・

医
学
賞
、
同
４
日
は
化
学
賞
の

発
表
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

該
当
に
な
ら
ず
、
期
待
は
来
年

に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
熱
い
期
待
を
寄
せ
て

今
年
も
、
博
士
宅
、
文
部
科
学

省
、
東
京
農
工
大
学
と
連
携
を

と
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
カ
ダ
ー
レ
郷
土
室
に
は
市

の
関
係
者
、
私
ど
も
顕
彰
会
の

役
員
等
、
そ
し
て
各
新
聞
社
、

テ
レ
ビ
局
等
の
記
者
の
方
々
と

２
日
、
４
日
と
集
い
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
か
ら
の
受
賞
決
定
の

中
継
を
視
聴
し
た
と
こ
ろ
で
し

た
。以

上
、
今
年
の
主
な
事
業
等

に
つ
い
て
概
略
説
明
・
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

第４号 遠藤章博士顕彰会会報 令和５年１２月１５日

発行責任者
遠藤章博士顕彰会

会長 佐々田亨三
☎0184-72-2045

顕彰会会務報告
(令和５年１月～１２月)

３月 ２日 地域貢献事業

（東由利中学校卒業生へ

の記念品贈呈）

４月１２日 会計監査

４月２８日 事務局拡大会議

６月 ４日 理事会

６月２４日 総 会

９月 ８日 事務局拡大会議

９月２２日 スタチン発見５０年・

遠藤章博士展（～１０月

１０日まで道の駅東由利）

１０月 １日 講演会（由利本荘市総

合開発センター有鄰館）

２日・４日 遠藤章博士の業績

を讃えノーベル賞発表に

臨む会（由利本荘市文化

交流館カダーレ）

１１月１０日 事務局拡大会議

１２月１５日 会報第４号発行

１６日 事務局拡大会議

会費・協力金・寄付金等

（令和５年１１月末日現在）

会 費 ２９３，０００円

寄付金 ３０，０００円

今年度会費をお忘れの方は、令和６

年１月３１日までにお納め下さるよう

お願いいたします。

新会員も募集してお

ります。お近くで顕彰

会活動に賛同していた

だける方がいらっしゃ

いましたら、お誘い下

さい。

令
和
５
年
度
遠
藤
章
博
士

顕
彰
会
主
催
に
よ
る
講
演
会

は
、
10
月
１
日
博
士
の
出
身

地
で
あ
る
東
由
利｢

有
鄰
館｣

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
同
じ
東
由
利
出
身
で

秋
田
市
立
総
合
病
院
副
理
事

長
で
あ
り
医
学
博
士
の
小
松

眞
史
先
生
で
、
会
場
に
は
町

内
外
か
ら
沢
山
の
方
々
が
聴

講
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
顕

彰
会
会
長
佐
々
田
亨
三
の
挨

拶
に
続
き
約
１
時
間
半
に
渡
っ

て
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
先
生
か
ら
提

供
さ
れ
た
配
付
資
料
と
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
説
明
が
な

さ
れ
、
日
本
人
高
齢
者
の
平

均
余
命
や
生
活
習
慣
病
の
こ

と
、
３
大
死
因
の
予
防
対
策
、

が
ん
予
防
・
心
疾
患
予
防
・

脳
血
管
疾
患
予
防
や
動
脈
硬

化
の
危
険
要
因
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
の
症
状
や
恐
ろ
し
さ
、
動

脈
硬
化
の
危
険
因
子
、
生
活

習
慣
の
改
善
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
生
成
や
は
た
ら
き
な
ど

私
た
ち
に
身
近
に
起
こ
り
得

る
関
心
の
高
い
問
題
を
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
藤
章
博
士
が
発

見
し
た｢

ス
タ
チ
ン｣

に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

パ
ク
チ
ン
の
こ
と
、
ス
タ
チ

ン
の
大
規
模
臨
床
試
験
成
績

の
こ
と
、
ス
タ
チ
ン
の
仲
間
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
治
療
薬
ス

タ
チ
ン
の
治
療
効
果
の
こ
と

等
々
の
説
明
が
あ
り
、
そ
れ

ら
の
研
究
成
果
が
遠
藤
章
博

士
の
数
々
の
素
晴
ら
し
い
受

賞
に
繋
が
っ
て
い
る
と
お
話

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
身
体
活
動
を
高

め
る
こ
と
と
し
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
こ
と
（
１
日
８
千

歩
）
、
片
足
立
ち
・
カ
カ
ト

落
と
し
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

の
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
そ
れ
ら
の
こ
と
は
テ
ー
マ

に
あ
る
健
康
寿
命
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
改
め
て
遠
藤
章
博
士

の
偉
大
さ
と
、
私
達
が
日
常

生
活
の
中
で
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
大
変

貴
重
な
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
藤
章
博
士
は
現
在
世
界
で
使
用

さ
れ
て
い
る
全
て
の
ス
タ
チ
ン
の
元

祖
に
あ
た
る
コ
ン
パ
ク
チ
ン
を
、
１

９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
７
月
に
発

見
し
ま
し
た
。
今
年
は
記
念
す
べ
き

50
年
に
あ
た
り
ま
す
。
発
見
50
年
に

あ
た
り
遠
藤
章
博
士
に
、
顕
彰
会
を

代
表
し
て
、
衷
心
よ
り
祝
意
を
表
す

る
の
は
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
の
手
元
に
、
遠
藤
章
博
士
か
ら

頂
戴
し
た
『
ス
タ
チ
ン
の
30
年

遠

藤
章
博
士
を
祝
う
記
念
論
文
集
』
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
論
文
集
か
ら
20
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
論
文

集
の
中
に
、
「
コ
ン
パ
ク
チ
ン
発
見

30
周
年
を
祝
し
て
遠
藤
博
士
に
乾
杯
」

と
題
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
イ
ン

バ
ー
ク

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
医

学
部
教
授
の
記
念
集
会
で
の
ス
ピ
ー

チ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
…
私

は
ア
キ
ラ
（
章
）
の
忍
耐
強
さ
と
不

屈
の
努
力
を
称
賛
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
…
コ
ン
パ
ク
チ
ン
は
信
念
と
忍

耐
の
賜
物
な
の
で
す
。
…
遠
藤
は
多

大
な
貢
献
で
私
達
か
ら
尊
敬
さ
れ
、

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
チ

ン
の
発
見
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
発
見
に

匹
敵
す
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
全

員
が
い
つ
か
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
お

会
い
し
て
、
彼
を
も
う
一
度
祝
福
す

る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

と
、
２
０
０
３
年
９
月
、
京
都
国
際

会
館
で
国
内
外
約
80
名
の
医
師
と
研

究
者
を
前
に
遠
藤
章
博
士
を
讃
え
て

い
ま
す
。

私
達
顕
彰
会
は
こ
の
遠
藤
章
博
士

の
希
有
な
世
界
的
業
績
・
偉
業
等
を

地
域
・
県
民
・
後
生
に
、
広
く
語
り
・

伝
え
る
使
命
と
で
も
言
う
べ
き
責
任

が
あ
り
ま
す
。
同
郷
・
地
域
と
し
て
・

同
職
と
し
て
・
研
究
者
と
し
て
の
よ

し
み
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
遠
藤
博

士
の
人
命
を
救
う
研
究
の
動
機
と
臨

床
検
証
へ
の
情
熱
、
そ
し
て
数
々
の

難
題
・
課
題
の
克
服
の
た
め
の
果
敢

な
る
挑
戦
の
歩
み
と
姿
勢
に
は
、
必

ず
や
万
人
の
心
を
傾
注
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
会
長

佐
々
田
亨
三



令
和
３
年
４
月
に
「
遠
藤
章

博
士
顕
彰
碑
」
が
完
成
し
今
年

で
３
年
目
の
冬
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
雪
消
え
は
例
年
よ
り

少
し
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
周

囲
に
残
雪
も
見
ら
れ
る
顕
彰
碑

の
冬
囲
い
外
し
は
３
月
15
日
に

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

管
理
部
会
で
は
、
冬
囲
い
外

し
作
業
を
行
い
な
が
ら
今
年
は

何
人
く
ら
い
の
人
達
が
顕
彰
碑

を
訪
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、

ま
た
博
士
の
資
料
室
の
こ
と
な

ど
話
題
に
し
な
が
ら
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
達

が
来
て
博
士
の
業
績
を
偲
ん
で

ほ
し
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
台
山
の
地
に
顕

彰
碑
が
建
立
し
て
か
ら
東
由
利

中
学
校
生
徒
さ
ん
達
は
、
遠
藤

章
博
士
を
学
ぶ
活
動
の
一
環
と

し
て
定
期
的
に
顕
彰
碑
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
と
て
も

有
難
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お

陰
様
で
い
つ
も
き
れ
い
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
台
山
大
地
に
息

吹
く
若
草
を
観
賞
し
な
が
ら
５

月
20
日
に
は
１
回
目
の
顕
彰
碑

周
辺
の
清
掃
活
動
、
７
月
28
日

と
９
月
１
日
に
は
草
刈
り
活
動

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年

の
夏
は
、
記
録
に
残
る
猛
暑
続

き
で
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

５
類
へ
の
移
行
の
影
響
も
あ
り
、

顕
彰
碑
を
訪
れ
る
人
達
も
増
え

て
お
り
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
見
学
さ
れ
る
人
達

が
気
持
ち
良
く
お
出
で
い
た
だ

く
た
め
に
も
管
理
部
会
と
し
て

は
清
掃
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
来
訪
者
の
た
め
の
環
境
整

備
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
も
国
道
か
ら
顕

彰
碑
ま
で
の
案
内
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
総
合
支
所
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
紙
面
を
借
り
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
冬
は
暖
冬
と
の
予
想
で
す

が
突
然
の
降
雪
に
備
え
早
め
の

冬
囲
い
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
こ

と
で
11
月
15
日
に
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
文
・
顕
彰
碑
管
理
部
会

部
長
・
長
谷
山
博
昭
）

３
年
ぶ
り
の

総
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
令
和
２
年
７

月
に
開
催
し
て
以
来
、
３
年
ぶ

り
と
な
る
顕
彰
会
の
総
会
が
、

６
月
24
日
由
利
本
荘
市
東
由
利

台
山
の
有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
会

員
が
出
席
し
、
「
顕
彰
室
が
あ

る
八
塩
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
た
後
に
学
習
す
る
部
屋

（
場
所
）
は
な
い
の
か
。
遠
藤

章
博
士
関
係
の
図
書
を
購
入
で

き
る
と
こ
ろ
は
。
顕
彰
施
設
を

案
内
し
説
明
で
き
る
人
は
い
る

の
か
、
窓
口
は
ど
こ
か
。
講
演

会
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
供

や
色
々
な
ひ
と
が
聞
け
る
よ
う

な
も
の
が
で
き
た
ら
な
と
思
う
」

な
ど
、
顕
彰
会
事
業
の
進
捗
状

況
の
質
問
や
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
章
博
士
の
業
績

を
讃
え
「
ノ
ー
ベ
ル

賞
発
表
に
臨
む
会
」

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
発
表
は
毎
年

10
月
、
授
賞
式
は
12
月
に
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
も
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
会
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

医
学
・
生
理
学
賞
の
10
月
２
日

と
化
学
賞
の
10
月
４
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
時
刻
に
由
利
本

荘
市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
の

「
郷
土
の
先
人
資
料
室
」
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
発
表
を
見
守
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
博
士
の
高
校
時
代

の
同
級
生
で
あ
る
畠
山
忠
男
さ

ん
、
博
士
の
生
家
の
遠
藤
正
悦

さ
ん
の
当
会
の
両
顧
問
と
、
佐
々

田
会
長
、
小
松
、
長
谷
山
両
副

会
長
な
ど
役
員
７
名
と
、
秋
山

由
利
本
荘
市
教
育
長
な
ど
の
市

幹
部
、
報
道
各
社
か
ら
多
く
の

取
材
陣
も
詰
め
か
け
ま
し
た
。

発
表
の
結
果
、
今
年
の
遠
藤

章
博
士
の
受
賞
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
畠
山
顧
問
は
「
遠

藤
博
士
の
功
績
は
素
晴
ら
し
く
、

同
級
生
と
し
て
誇
り
に
思
い
、

今
後
に
期
待
し
た
い
」
、
佐
々

田
会
長
は
「
東
北
か
ら
ノ
ー
ベ

ル
賞
候
補
が
出
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と

も
顕
彰
会
は
博
士
の
偉
業
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
地
道
に
活
動
し

て
い
く
」
と
話
し
、
来
年
へ
の

期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。
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ノーベル賞の発表時期に合わせて、遠藤章博士の

受賞に期待を込め、道の駅東由利にあるショッピン

グプラザ「ぷれっそ」で「スタチン発見50年・遠藤

章博士展」が９月22日～10月10日まで開催されまし

た。主催は協同組合東由利ショッピンクプラザで、

今年がスタチンが発見されてから５０年になること

から「スタチン発見50年」と題した展示では、博士

の足跡と「夢と努力」と書かれた色紙、賞状やトロ

フィー、メダルなどの写真パネルのほか、薬やガム

などの製品も展示され、来場した人々が感心して見

入っていました。

本顕彰会では、顕彰碑の清掃活動に対する感謝の

思いを込め、東由利中卒業生に記念品を贈る「地域

貢献活動」を昨年度から実施しています。今年度は

卒業予定の２１人に対し、生徒の名前を刻んだポー

ルペンを贈ることにしています。贈呈式は来年３月

上旬を予定しております。

東
由
利
中
生
徒
が
定
期
的
な

顕
彰
碑
の
清
掃
活
動
を
実
施

突
然
の
降
雪
に
備
え
11
月
15

日
に
行
っ
た
顕
彰
碑
冬
囲
い

コロナ５類へ移行により見学者も増加（写真は10月31日撮影）

東
由
利
中
学
校
の
小
野
寺
健

真
君
（
１
年
）
が
、
遠
藤
章
博

士
の
実
家
で
あ
る
我
が
家
に
ス

タ
チ
ン
の
疑
問
に
つ
い
て
探
求

す
べ
く
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
学
校
の
学
習
で
遠
藤

博
士
の
業
績
や
ス
タ
チ
ン
と
い

う
薬
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
が

「
ス
タ
チ
ン
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
っ
て
何
？
」
の
疑
問
が
晴
れ

ず
、
自
分
で

も
色
々
と
調

べ
て
は
み
た

も
の
の
専
門

用
語
が
多
く
納
得
の
い
く
答
え

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

校
外
学
習
時
間
を
利
用
し
て
調

べ
て
見
た
い
と
思
い
伺
っ
た
と

の
事
で
し
た
。
と
て
も
真
面
目

に
真
剣
な
眼
差
し
で
質
問
い
た

だ
き
、
「
ス
タ
チ
ン
の
な
ぜ
？
」

に
つ
い
て
、
私
は
博
士
よ
り
頂

い
て
い
た
資
料
を
参
考
に
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
人
間
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
成
分
「
脂
質

（
あ
ぶ
ら
）
の
一
種
」
で
あ
る

事
。
全
身
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
供
給
す
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
い
わ
ゆ

る
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
と

増
え
す
ぎ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
回
収
す
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
い
わ
ゆ

る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ
る
が
、

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
増

え
す
ぎ
る
と
血
管
に
詰
ま
り
、

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
命
に

か
か
わ
る
大
き
な
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
事
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
な
い
よ
う
ス
タ
チ
ン

は
体
内
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
合
成
を
抑
え
て
血
液
中
の
値

を
低
下
さ
せ
動
脈
硬
化
を
原
因

と
す
る
様
々
な
病
気
を
予
防
す

る
薬
で
あ
る
事
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。
ま
た
「
歯
磨
き
ガ
ム
の

ム
タ
ス
テ
イ
ン
」
「
紅
麴
菌
の

モ
ナ
コ
リ
ン
Ｋ
」
も
博
士
の
発

見
し
た
成
分
で
あ
る
事
も
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
野

寺
君
に
納
得
で
き
る
説
明
が
出

来
た
の
か
、
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
日
お
礼

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
ス
タ
チ
ン
、
歯
磨
き
ガ
ム
の

ム
タ
ス
テ
イ
ン
、
紅
麴
菌
の
モ

ナ
コ
リ
ン
Ｋ
も
博
士
が
自
然
界

の
カ
ビ
か
ら
発
見
し
た
成
分
と

知
り
、
全
て
自
然
が
始
ま
り
と

言
う
事
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
事

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
』
と
、
博
士
に
と
っ
て
も
嬉

し
い
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。１

９
７
３

年
に
ス
タ
チ

ン
が
発
見
さ

れ
て
か
ら

今
年
で
50
年
の
節

目
の
年
で
す
が
、
現
在
も
１
０

０
ヵ
国
以
上
で
販
売
さ
れ
、
約

４
０
０
０
万
人
が
毎
日
服
用
し

世
界
で
最
も
使
用
さ
れ
て
い
る

薬
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
若
い
世
代

に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

嬉
し
い
限
り
で
す
。

（
文
・
遠
藤
正
悦
）

編
集

室

か

ら

▼
先
月
遠
藤
章
博
士
か
ら

著
書
「
自
然
か
ら
の
贈
り
も

の
」
、「
新
薬
ス
タ
チ
ン
の
発

見
」
、「
科
学
技
術
と
知
の

精
神
文
化
」
、「
医
学
を
変

え
た
70
の
発
見
」
（
Ｍe

d
ic
in

e

）
等
が
、
秋
田
県
立
中
央

高
等
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、

常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
11
月
10
日
事
務
局
会
議

の
あ
と
の
顕
彰
碑
管
理
部

会
の
慰
労
会
に
招
か
れ
ま

し
た
。
長
谷
山
博
昭
さ
ん
、

遠
藤
正
悦
さ
ん
、
工
藤
良

さ
ん
の
顔
ぶ
れ
で
、
売
り
上

げ
支
援
も
兼
ね
会
場
は
レ
ス

ト
ラ
ン
や
し
お
。
皆
さ
ん
話

題
が
豊
富
で
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
で
し
た
。
▼
12
月

16
日
は
拡
大
会
議
を
開
催

し
、
本
会
員
に
向
け
こ
の
会

報
第
４
号
の
発
送
作
業
を

行
い
ま
す
。
終
了
後
レ
ス
ト

ラ
ン
や
し
お
で
懇
親
会
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
話
題
の

「
じ
ゃ
こ
天
」
が
食
べ
ら
れ
る

そ
う
な
の
で
楽
し
み
で
す
。

▼
地
域
貢
献
事
業
と
し
て

行
う
東
由
利
中
卒
業
生
へ

の
贈
呈
品
に
つ
い
て
、
事
務

局
会
議
で
は
中
々
妙
案
が

出
ず
、
今
の
と
こ
ろ
名
入
り

の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
予
算
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
皆
様
か
ら
奇
抜
な

ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
参
考
に

な
り
ま
す
。
▼
第
４
号
は
市

の
協
力
に
よ
り
東
由
利
地

域
全
戸
に
配
布
す
る
予
定

で
す
。
第
１
号
～
３
号
は

「
遠
藤
章
博
士
顕
彰
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
（
広
報
部
・
小
野
）


